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一般社団法人 全国清涼飲料連合会（略称：全清飲）

【一般社団法人 全国清涼飲料連合会】

【2020年 清涼飲料水業界】
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全国清涼飲料連合会の目指す姿

サーキュラー【循環】&エコロジカル【共生】・エコノミー

において、世界トップランナーを目指す
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でも、ペットボトルのリサイクルは、昨今、
急にに取り組みだしたわけではない

清涼飲料業界のペットボトルのリサイクルの取り組みは

29 年前にも遡り開始
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30%以上を
占める
異物低減
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2020
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自動販売機リサイクルボックス
異物低減プロジェクト2021

【RFRプロジェクト】
Recycle for Foreign materials Reduction

自動販売機横のリサイクルボックス異物低減策の更なる進化へ
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自動販売機リサイクルボックス 異物低減プロジェクト2021 【RFRプロジェクト】

キャップ専用投入口
▶キャップ用であることがわかりやすい形状

結束バンドで頭部を固定
▶大きな異物を入れられない

透明仕様
▶投入されたものが一目でわかる

ラベル専用投入口
▶ラベル用であることがわかりやすい形状

分別を明示したステッカー啓発
▶利用する方に伝わりやすく

キャップ・ラベル分別回収ボックス
新機能リサイクルボックスにキャップとラベルを分別回収するボックスを併設し、
利用される方のキャップとラベルの分別が行われるか、行動変化を検証します。

＜仕様＞
材質 PET（ペットボトルリサイクル材約50％）
容量 90リットル
サイズ W442×D480×H785mm
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2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋
一部リサイクルボックスではキャップとラベルの分別回収も実証実験
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自動販売機リサイクルボックス異物低減プロジェクト2021は
初めての異業種連携プロジェクトでもある



自動販売機リサイクルボックス 異物低減プロジェクト2021 【RFRプロジェクト】

美化イベント「ひろえば街が好きになる運動」を開催、ポケット灰皿を配布し啓発

リサイクルボックス、ペットボトルの中へのたばこ吸い殻混入低減対策

イベント開催、メッセージ掲示、ポケット灰皿配布でマナー啓発活動を実施

周辺のたばこ販売店等で、ポケット灰皿を配布し啓発
公共喫煙所にて、マナーメッセージを掲示し啓発
実施箇所の自販機横等にて、灰皿を設置し啓発

実証実験の後期に合わせ 実施場所の周辺において
たばこ吸い殻の灰皿への適切な処理、喫煙場所の利用を啓発する活動を実施します。
※下記の啓発活動の実施を検討しております。 ※実施内容は各都市で変わる可能性があります。

リサイクルボックス、ペットボトルの中へのたばこ吸い殻の混入状況の変化を検証します。
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2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋



自動販売機リサイクルボックス 異物低減プロジェクト2021 【RFRプロジェクト】

美化イベントイメージ

ポケット灰皿デザイン
マナーメッセージデザイン

たばこ吸い殻の混入防止対策のイメージ
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2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋



Copyright 2021 Fuji Seal Group

本プロジェクト参画目的
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中間処理業者にてラベル
の分別を行い回収

専用回収ボックスから
直接回収

・各々のラベルの分別率
・各々で回収される
ラベルの品質状況

いずれの回収方法でも、
回収ラベルを
再生ラベルへと
利活用する開発を
進めていきます

2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
 




Copyright 2021 Fuji Seal Group

ラベルtoラベルの取り組み
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パートナー企業の皆様と共同で、業界をあげて、使用済みシュリンクラベルを価値あ
る資源として再利用することを目的としたプロジェクトを開始しています

2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋



Copyright (C)  2021 Nippon Closures Co., Ltd.  All rights reserved. 

プロジェクト参加経緯と私たちの目指す未来
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清涼飲料業界 ペットボトルからペットボトルへの水平リサイクル
２０３０年ボトル toボトル比率５０％宣言

地上の資源を最大活用してペットボトルを再生・創造する
サーキュラー&エコロジカル・エコノミーの世界のトップランナーを目指して

日本クロージャーはキャップのリーディングカンパニーとして
全清飲様の取り組みに賛同し、将来的には
キャップの水平リサイクルを実現していきます

2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、RFRプロジェクトに参加するに至った経緯をご説明致します。

今年の４月に全国清涼飲料連合会様より「２０３０年ボトルtoボトル比率５０％宣言」が発表されました。

私たちは、キャップのリーディングカンパニーとして、この取り組みを全面的に賛同しております。
PETボトルの水平リサイクルをキャップメーカーとして貢献していくことはもちろんですが、キャップのリサイクルについても私たちの責任として真剣に取り組んで行く必要があります。
今回の実証実験をキャップの水平リサイクルの実現に向けた大きな一歩と捉え、参加を決定しました。

PETボトルだけではなくキャップについても水平リサイクルを実現するため、私たちが業界をリードして参ります。




Copyright (C)  2021 Nippon Closures Co., Ltd.  All rights reserved. 

RFRプロジェクト∞で実証したいこと
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・Cap to Capを目指すための第一歩として
事業系で回収されるキャップの状態（分別・散乱状況、衛生性等）を把握する

・分別することがキャップのリサイクル性向上に寄与するか検証

・ボトル to ボトル比率５０％以上達成に向けて、キャップとして
協力できることを模索する

この度の取り組みが清涼飲料容器全体として循環型社会実現に
向けた次なるアクションにつながるように取り組んで参ります。

2021年8月2日記者会見説明資料より抜粋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キャップの水平リサイクルを目指すための第一歩として、
事業系で回収されるキャップの分別・散乱状況、衛生性・汚染具合等を把握して参ります。

そして分別することがキャップのリサイクル性向上に寄与するかどうかについても検証するとともに、

ﾎﾞﾄﾙtoﾎﾞﾄﾙ比率５０％の達成に向けてキャップメーカーとしてできることをさらに探索して参ります。

実証実験で得られた結果をもとに、次のアクションを決定し、持続型社会の実現に向けて活動を
加速させて参ります。
これからのクロージャーのリーディングカンパニーとしての私たちの活動に是非ご注目ください！



EOF
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